
 
 
 
 

 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

ミラーコロナグラフによる太陽コロナの多温度同時観測 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 
 

研究課題番号： １１６４０２４２ 

 
 
 
 
 

平成１１年度 ～ 平成１３年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｃ）（２）） 

研究成果報告書 

 
 
 

平成１４年（2002 年）１２月 
 
 
 
 
 
 
 

研究代表者  一 本 潔 

（国立天文台 太陽物理学研究系 助教授） 



は し が き 

 
平成１１年度から平成１３年度にわたって科学研究費補助金（基盤研究（Ｃ）（２））を得

て、「ミラーコロナグラフによる太陽コロナの多温度同時観測」という題目で研究活動をお

こなってきた。この報告書は本研究の成果をまとめたものである。 
本研究が開始された 1999 年度（平成１１年度）は、Ｘ線太陽観測衛星「ようこう」をはじ

めとする飛翔体観測により、激しく変動するダイナミックなコロナの姿が明らかとなって

いた。乗鞍コロナ観測所ではこれら宇宙からのＸ線観測と協調して、25cm 屈折式コロナグ

ラフと大型分光器を用いて複数のコロナ輝線によるコロナの温度構造の研究を進めてきた。

そして、コロナが百万度から数百万度の広い温度範囲に渡るプラズマの集合体であること、

温度によってその空間構造が大きく異なっていること、時間発展を調べることによりプラ

ズマの加熱・冷却プロセスを同定できること、等を見いだしていた。一方、コロナグラフ

が屈折式であることによる色収差のため、波長の異なる複数のコロナ輝線を同時に観測す

ることができず、観測の効率は時間変化の早い現象を追跡するには十分なものではなかっ

た。又、コロナ輝線の偏光を測定することによりコロナの磁場や電場を検出することも試

みたが、コロナグラフの口径が小さいため十分な精度で信号を捉えることができなかった。

以上のことから、太陽コロナの研究をさらに押し進めるためには、色収差がなく大口径を

可能とする反射式コロナグラフの開発がその鍵を握るとの認識に至った。 
本研究では複数の輝線による太陽コロナの多温度同時観測をさらに高精度化することを念

頭に、将来に向けた大口径コロナグラフ実現にむけた技術的基盤を確立することを目的と

して、口径１５cm の超研磨鏡による反射式コロナグラフの試験開発をおこなった。主たる

技術的課題は、1) 低散乱軸はずし放物面鏡の開発、2) 逆オカルティングディスク穴あき金

属鏡の製作、3) 像追尾のための主鏡角駆動機構の開発、である。主鏡は平成１１年度より、

低膨張ガラスを用いて研磨を開始し、干渉計測による鏡面形状の評価を経て平成１２年１

次試作品を完成している。また、平行して鏡面の荒さを評価するための散乱光測定装置を

製作、平成１３年度に完成し試作ミラーの１次評価を行った。平成１３年度は逆オカルテ

ィングディスク穴あき金属鏡を製作したが、穴のエッジ部の加工精度に課題を残している。

平成１３－１４年度には散乱光測定装置をさらに改良し、鏡面のより精度の高い評価をお

こなっている。又、平行して主鏡駆動機構の開発をおこない、ピエゾ素子の機械的特性、

周波数応答特性など評価した。 
ミラーコロナグラフを観測システムとして完成させる所までは至ることができなかったが、

主たる技術的課題に関する見通しを得ることができた。この成果をもとに、今後ミラーコ

ロナグラフを完成させ、新たなコロナ観測に臨みたいと考えている。 
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